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第
二
章

受
身

主
体
と
な
る
も
の
が
、
他
者
か
ら
動
作
や
作
用
を
及
ぼ
さ
れ
る
こ
と
を
受

身
と
い
う
。
「
（
誰
か
に
）
～
さ
れ
る
」
の
意
だ
。
受
身
を
表
す
形
式
に
は
、

受
身
を
表
す
助
動
詞
や
前
置
詞
を
用
い
る
も
の
、
動
詞
「
為
」
を
用
い
る
も

な
ル

の
な
ど
が
あ
る
。

１
．
受
身
を
表
す
助
動
詞
「
被
・
見
」
を
用
い
る
形

助
動
詞
「
被
」
「
見
」
は
「
～
さ
れ
る
」
と
い
う
受
身
の
意
味
を
表
し
、

受
事
主
語
に
対
し
て
、
主
に
動
詞
を
述
語
と
す
る
述
語
構
造
を
目
的
語
と
し

て
後
に
伴
い
、
述
部
を
構
成
す
る
形
で
用
い
ら
れ
る
。

訓
読
で
は
、
必
ず
助
動
詞
の
目
的
語
で
あ
る
動
詞
か
ら
直
接
「
被
」
「

見
」
に
返
っ
て
読
み
、
「
被
」
「
見
」
を
日
本
語
の
助
動
詞
「
る
」
ま
た
は

「
ら
る
」
と
読
む
関
係
か
ら
、
動
詞
を
四
段
活
用
で
読
む
場
合
は
「
る
」
、

そ
れ
以
外
の
活
用
の
場
合
は
「
ら
る
」
と
読
む
こ
と
に
な
る
。

※

日
本
語
の
古
典
文
法
「
る
」
は
、
四
段
活
用
・
ナ
行
変
格
活
用
・
ラ
行
変
格
活
用

の
未
然
形
に
接
続
す
る
。
し
か
し
、
漢
文
訓
読
で
は
通
常
ナ
変
動
詞
「
死
ぬ
」
「
去い

ぬ
（
往
ぬ
）
」
は
用
い
ず
、
「
死
」
は
「
死
す
」
、
「
去
」
は
「
去
る
」
、
「
往
」

い

し

さ

は
「
往
く
」
と
読
む
習
慣
が
あ
る
。
（
ま
れ
に
「
死
ぬ
」
と
読
ま
れ
て
い
る
も
の
に

ゆ

出
く
わ
す
こ
と
も
あ
る
が
。
）
ま
た
、
ラ
変
動
詞
と
し
て
読
む
漢
字
に
は
「
有
」
「

リ

在
」
「
居
」
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
が
受
身
の
形
を
と
る
こ
と
は
、
ま
ず
な
い
。
し
た

リ

を
リ

が
っ
て
、
動
詞
を
四
段
活
用
で
読
む
場
合
は
「
る
」
と
し
た
。

Ａ

被

Ｂ
。
（
Ｂ
は
四
段
動
詞
）

る

レ

Ａ

被

Ｂ
。
（
Ｂ
は
四
段
動
詞
以
外
）

ら
ル

レ

セ

▼
Ａ
Ｂ
る
・
Ａ
Ｂ
せ
ら
る
。

．

．

▽
Ａ
が
Ｂ
さ
れ
る
。

煬

帝

被

殺
。

（
隋
書
・
誠
節
列
伝
・
劉
子
翊
）

レ

サ

▼
煬
帝
殺
さ
る
。

や
う
だ
い
こ
ろ

▽
煬
帝
が
殺
さ
れ
た
。

「
被
」
は
、
「
掛
け
布
団
・
寝
間
着
」
が
原
義
。
「
覆
う
・
か
ぶ
せ
る
」
の
義
の

動
詞
に
転
じ
、
さ
ら
に
派
生
義
と
し
て
「
こ
う
む
る
・
受
け
る
」
の
意
味
を
も
つ
よ

う
に
な
り
、
助
動
詞
に
転
じ
た
。

煬
帝
は
、
隋
王
朝
の
二
代
皇
帝
で
暴
君
と
し
て
名
高
い
。
こ
こ
で
は
受
事
主
語
。

助
動
詞
「
被
」
が
述
語
動
詞
「
殺
」
を
目
的
語
に
と
り
、
述
部
「
被

殺
」
を
構
成

ス

レ

サ

し
て
受
身
と
な
り
、
「
殺
さ
れ
る
」
と
い
う
意
味
を
表
し
て
い
る
。

「
殺
」
を
四
段
活
用
動
詞
「
こ
ろ
す
」
と
読
む
た
め
に
、
「
被
」
を
「
る
」
と
読

み
、
「
殺
サ
る
」
と
訓
読
し
て
い
る
が
、
も
し
「
被

殺

害
」
で
あ
れ
ば
、
「
殺
害

セ
ら
ル
」
と
読
む
こ
と
に
な
る
。
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動
作
主
（
だ
れ
に
（
～
さ
れ
る
）
）
を
明
示
す
る
場
合
は
、
述
部
の
後
に
前

置
詞
句
「
於

動
作
主

」
、
ま
た
は
「
于

動
作
主

」
の
形
で
置
か
れ

る
が
、
こ
れ
は
助
動
詞
「
見
」
に
よ
く
見
ら
れ
る
用
法
。

Ａ

見

Ｂ
。
（
Ｂ
は
四
段
動
詞
）

る

レ

Ａ

見

Ｂ
。
（
Ｂ
は
四
段
動
詞
以
外
）

ら

レ

セ

▼
Ａ
Ｂ
る
。
・
Ａ
Ｂ
せ
ら
る
。

．

．

▽
Ａ
が
Ｂ
さ
れ
る
。

Ａ

見

Ｂ

於

Ｃ
。

（
動
作
主
を
示
す
場
合
）

ルレ

セ二

ニ一

▼
Ａ
Ｃ
に
Ｂ
せ
ら
る
。

．

▽
Ａ
が
Ｃ
に
Ｂ
さ
れ
る
。

吾

嘗

三

仕

三

見

逐

於

君
。

（
史
記
・
管
晏
列
伝
）

テ

タ
ビ

ヘ
テ

タ
ビ

レ

ハ
二

ニ
一

▼
吾
嘗
て
三
た
び
仕
へ
て
三
た
び
君
に
逐
は
る
。

わ
れ
か
つ

み

つ
か

み

き
み

お

▽
私
は
以
前
三
度
仕
え
て
三
度
主
君
に
退
け
ら
れ
た
。

「
管
鮑
の
交
わ
り
」
で
有
名
な
話
。
後
に
斉
の
桓
公
を
し
て
覇
者
た
ら
し
め
た
重

臣
管

仲

が
、
自
分
を
理
解
し
て
く
れ
た
友
人
鮑

叔

を
「
私
を
生
ん
だ
の
は
父
母

か
ん
ち
ゆ
う

ほ
う
し
ゆ
く

だ
が
、
私
を
理
解
す
る
も
の
は
鮑
叔
だ
」
と
褒
め
た
た
え
た
話
の
中
よ
り
。
こ
の
後

に
「
そ
れ
で
も
鮑
叔
は
私
を
愚
か
者
と
は
み
な
さ
な
か
っ
た
、
私
が
時
勢
に
合
わ
な

か
っ
た
こ
と
を
き
ち
ん
と
理
解
し
て
い
て
く
れ
た
か
ら
だ
」
と
い
う
内
容
が
続
く
。

「
見
」
は
、
「
目
の
前
に
現
れ
る
」
が
原
義
。
そ
れ
が
目
に
入
る
か
ら
「
見
る
」

の
意
と
な
り
、
視
点
を
変
え
て
「
見
ら
れ
る
」
か
ら
「
遭
う
」
の
意
に
派
生
し
て
、

受
身
の
助
動
詞
に
転
じ
た
。

「
吾
」
は
述
語
「
仕
」
に
対
し
て
は
施
事
主
語
だ
が
、
述
部
「
見

逐
」
に
対
し

フ

レ

ハ

て
は
受
事
主
語
に
な
る
。
助
動
詞
「
見
」
が
動
詞
「
逐
」
を
後
に
伴
い
述
部
を
構
成

フ

し
、
さ
ら
に
前
置
詞
句
「
於

君
」
を
置
い
て
動
作
主
が
誰
か
を
補
い
、
「
君
に
退

け
ら
れ
る
」
と
い
う
意
味
を
表
し
て
い
る
の
だ
。

◇
「
る
・
ら
る
」
と
読
む
「
見
」
の
特
殊
用
法

助
動
詞
「
見
」
を
用
い
る
受
身
表
現
は
、
主
語
が
行
為
を
受
け
る
主

体
、
す
な
わ
ち
受
事
主
語
で
あ
る
の
が
普
通
だ
。
と
こ
ろ
が
、
訓
読
上
、

文
頭
や
句
頭
に
置
か
れ
た
語
が
受
身
の
動
作
主
の
こ
と
が
あ
る
。

（
通
常
の
受
身
文
）

我

見

Ｂ

於

Ｃ
。

（
私
は
Ｃ
に
Ｂ
さ
れ
る
。
）

ルレ

セ二

ニ一

（
「
見
」
の
特
殊
用
法
）

Ｃ

見

Ｂ
。

（
Ｃ
に
Ｂ
さ
れ
る
…
？
）

ニ

ルレ

セ
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こ
れ
は
実
は
漢
代
以
降
に
見
ら
れ
る
特
殊
な
表
現
で
、
話
者
自
身
が
受

身
の
対
象
で
あ
る
時
に
限
っ
て
、
「
見
」
が
目
的
語
で
あ
る
一
人
称
代

詞
「
我
」
（
話
者
）
の
省
略
を
示
し
、
主
語
が
動
作
主
を
示
す
形
式
で

あ
る
と
い
う
。
こ
れ
は
呂

叔

湘

の
「
見
字
之
指
代
作
用
」
に
よ
る
も

り
よ
し
ゆ
く
し
よ
う

の
だ
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
「
Ｃ

見

Ｂ
」
は
「
Ｃ

Ｂ

我
」
ま
た

ス
レ

ヲ

は
「
Ｃ

Ｂ

我
」
と
同
じ
意
味
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

スレ

ニ

し
た
が
っ
て
、
「
見
」
を
「
わ
れ
」
と
読
ん
で
し
ま
え
ば
語
順
は
と

も
か
く
「
Ｃ
わ
れ
を
Ｂ
す
・
Ｃ
わ
れ
に
Ｂ
す
」
で
意
味
は
通
じ
る
し
、

そ
の
よ
う
に
読
ま
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
一
方
で
、
「
見
」
は
受
身
を
表

す
助
動
詞
で
も
あ
り
、
そ
も
そ
も
「
Ｃ
が
私
に
Ｂ
す
る
」
と
は
、
言
い

換
え
れ
ば
「
私
が
Ｂ
に
Ｃ
さ
れ
る
」
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
か
ら
、
受

身
で
読
ん
で
き
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

生

孩

六

月
、
慈

父

見

背
。

（
李
密
「
陳
情
表
」
）

ニ

レ

カ

▼
生
孩
六
月
、
慈
父
に
背
か
る
。

せ
い
が
い
り
く
げ
つ

じ

ふ

そ
む

▽
（
私
が
）
生
ま
れ
て
六
ヶ
月
の
時
、
愛
情
深
い
父
が
私
を
お
い
て

亡
く
な
っ
た
。
（
→
愛
情
深
い
父
に
先
立
た
れ
た
。
）

訓
読
で
は
「
慈
父
に
背
か
る
」
と
受
身
の
文
と
し
て
読
む
が
、
「
慈

父

背
クレ

我

」
の
目
的
語
で
あ
る
一
人
称
代
詞
「
我
」
の
省
略
を
「
見
」
が
表
し
て
い
る

ニ
と
す
る
説
に
従
え
ば
、
「
慈

父

見

背
」
は
「
慈

父

背

我
」
（
慈
父
が
私

クレ

ニ

を
置
い
て
亡
く
な
っ
た
）
と
同
義
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
「
見
」
を

用
い
る
文
は
「
見
」
自
体
を
「
わ
れ
」
と
読
み
、
「
慈

父

見

背
」
と
読
ま
れ

わ
れ
ニ

ク

る
こ
と
も
あ
る
。

訓
読
と
し
て
は
「
慈

父

見

背
」
と
読
む
の
が
理
解
し
や
す
い
よ
う
だ
が
、

ニ

る
レ

カ

語
法
的
に
は
文
の
主
語
は
「
慈
父
」
で
あ
っ
て
一
人
称
「
我
」
で
は
な
い
の
で
あ

ろ
う
。
こ
の
用
法
は
一
人
称
の
話
者
の
み
に
用
い
ら
れ
る
も
の
だ
。

初

除

之

日
、
士

大

夫

皆

見

弔

勉
。

メ
テ

セ
ラ
ル
ル

ニ

ル
二

セ
一

（
後
漢
書
・
虞
詡
列
伝
）

▼
初
め
て
除
せ
ら
る
る
の
日
、
士
大
夫
に
皆
弔
勉
せ
ら
る
。

は
じ

ぢ
よ

ひ

し

た
い

ふ

み
な
て
う
べ
ん

▽
（
私
が
）
任
命
さ
れ
た
当
初
、
官
吏
の
方
々
は
私
を
慰
め
励
ま
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
（
→
官
吏
の
方
々
に
慰
め
励
ま
さ
れ
た
。
）

こ
の
例
も
受
身
の
文
と
し
て
読
ん
で
は
い
る
が
、
「
士

大

夫

皆

見

弔

勉
」
は
、
「
士

大

夫

皆

弔
─

勉

我

」
と
同
義
で
あ
る
と
い
う
。
し
た
が
っ

二

ス

ヲ一

て
、
文
の
主
語
は
や
は
り
「
士

大

夫
」
だ
と
思
う
が
、
訓
読
と
し
て
は
例
の
よ

う
に
読
む
し
、
そ
の
方
が
わ
か
り
や
す
い
か
も
し
れ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
「
士

大

夫

皆

見

弔

勉
」
と
読
む
こ
と
も
可
能
だ
。

わ
れ
ヲ

ス

こ
の
「
見
」
の
用
法
に
つ
い
て
は
、
西
田
太
一
郎
は
「
『
～
し
て
く

れ
る
』
と
い
う
よ
う
に
、
相
手
の
行
為
が
自
分
に
向
か
っ
て
い
る
こ
と

を
表
す
よ
う
な
語
で
あ
る
と
考
え
る
の
が
よ
い
」
と
し
つ
つ
も
、
訓
読

の
自
然
さ
か
ら
は
「
慈

父

見

背
」
な
ど
と
読
む
よ
り
仕
方
が
な

ニ

レ

カ

い
」
、
「
し
か
し
こ
の
場
合
注
意
す
べ
き
は
、
常
に
、
本
来
は
慈
父
（

中
略
）
が
主
語
だ
が
、
便
宜
的
に
こ
の
文
で
の
話
者
自
身
を
主
語
の
つ
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も
り
で
受
身
で
読
ん
で
い
る
と
頭
の
中
で
切
り
換
え
ね
ば
い
け
な
い
」

と
述
べ
て
い
る
（
『
漢
文
の
語
法
』
角
川
書
店
）
。

ま
た
、
他
に
、
「
～
な
さ
る
」
「
～
し
て
く
だ
さ
る
」
と
い
う
尊
敬

を
表
す
と
す
る
説
も
あ
る
。
そ
れ
に
従
え
ば
、
「
慈
父
見
背
」
は
「
愛

情
深
い
父
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
」
、
「
士
大
夫
見
弔
勉
」
は
「
官

吏
の
方
々
は
励
ま
し
て
く
だ
さ
っ
た
」
と
尊
敬
の
意
味
で
解
釈
す
る
こ

と
に
な
る
が
、
こ
れ
に
は
否
定
的
な
見
解
も
あ
る
。

ど
う
あ
れ
、
「
見
」
の
こ
の
特
殊
用
法
に
つ
い
て
は
疑
問
も
多
く
、

諸
説
あ
り
、
ま
だ
定
見
を
見
な
い
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。
余
談
な

が
ら
、
こ
の
特
殊
用
法
の
「
見
」
を
含
む
文
を
受
身
の
定
番
と
し
て
出

題
し
て
い
る
高
校
生
向
け
の
問
題
集
を
見
た
こ
と
が
あ
る
が
、
わ
か
っ

て
出
題
し
て
い
る
の
か
？
と
首
を
か
し
げ
た
こ
と
が
あ
る
。

２
．
受
身
の
動
作
主
を
表
す
前
置
詞
を
用
い
る
形

「
被
」
が
助
動
詞
で
は
な
く
、
前
置
詞
と
し
て
前
置
詞
句
を
構
成
し
て
述

語
を
修
飾
し
、
前
置
詞
の
目
的
語
が
受
身
の
動
作
主
を
表
す
こ
と
が
あ
る
。

ま
た
、
「
於
」
や
「
于
」
前
置
詞
句
も
、
動
詞
述
語
の
後
に
置
か
れ
て
、
前

置
詞
の
目
的
語
を
受
身
の
動
作
主
と
し
て
補
い
示
す
こ
と
が
あ
る
。

①
前
置
詞
「
被
」
を
用
い
る
形

「
被
」
は
前
項
で
述
べ
た
よ
う
に
、
受
身
の
助
動
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
る

語
だ
が
、
両
晋
の
時
代
以
降
、
前
置
詞
と
し
て
も
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
こ
の
場
合
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
助
動
詞
と
は
異
な
る
構
造
を
取
っ

て
受
身
を
表
す
こ
と
に
な
る
。

Ａ

被

Ｂ

Ｃ
。

ル二

ニ

セ一

▼
Ａ
Ｂ
に
Ｃ
せ
ら
る
。

．

▽
Ａ
が
Ｂ
に
Ｃ
さ
れ
る
。

亮

子

被

蘇

峻

害
。

（
世
説
新
語
・
方
正
）

ノ

ル
二

ニ

セ
一
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▼

亮

の
子
蘇

峻

に
害
せ
ら
る
。

り
や
う

こ

そ

し
ゆ
ん

が
い

▽
庾

亮

の
子
が
蘇
峻
に
殺
さ
れ
た
。

ゆ

り
ょ
う

前
置
詞
「
被
」
が
前
置
詞
の
目
的
語
「
蘇

峻
」
を
伴
っ
て
前
置
詞
句
「
被

蘇

峻
」
（
「
蘇
峻
に
」
に
あ
た
る
）
を
構
成
し
、
述
語
「
害
」
を
前
置
修
飾
す
る
形
だ
。

ス

「
亮

子
」
は
受
事
主
語
で
、
前
置
詞
句
「
被

蘇

峻
」
が
動
作
主
を
表
し
て
い
る
。

ノ

前
置
詞
の
働
き
と
し
て
は
、
「
亮

子

被

蘇

峻

害

」
と
読
む
方
が
語
法
に
は
か

ノ

に

二

一

セ
ラ
ル

な
っ
て
い
る
が
、
訓
読
の
習
慣
と
し
て
「
被
」
を
「
る
・
ら
ル
」
と
読
み
、
文
意
が

受
身
で
あ
る
こ
と
を
示
す
の
だ
。

助
動
詞
「
被
」
と
、
構
造
の
違
い
を
比
較
し
て
み
よ
う
。

（
助
動
詞
「
被
」
の
場
合
）

（
前
置
詞
「
被
」
の
場
合
）

主
語

述
語

前
置
詞
句

主
語

前
置
詞
句

述
語

亮

子

被

害

〔
於

蘇

峻

〕
。

亮

子

〔
被

蘇

峻

〕
害
。

ノ

ルレ

セ二

ニ一

ノ

ル二

ニ

セ一

対
象
を
補
う

修
飾

前
置
詞
の
方
は
返
り
点
と
送
り
仮
名
を
施
し
て
あ
る
た
め
に
わ
か
り
に
く
い
が
、

「
被

蘇

峻
」
と
い
う
前
置
詞
句
が
述
語
「
害
」
に
前
置
さ
れ
て
連
用
修
飾
し
て
い

る
。
そ
の
結
果
、
述
語
は
「
害

」
と
受
動
態
に
な
る
の
だ
。
助
動
詞
は
述
語
を
目

セ
ラ
ル

的
語
に
と
る
の
で
、
「
被
」
の
直
後
に
は
動
詞
が
置
か
れ
、
「
蘇

峻
」
を
と
っ
て

い
な
い
。
語
順
を
見
れ
ば
、
違
い
は
明
白
だ
。

受
身
を
表
す
「
被
」
前
置
詞
句
が
、
受
身
の
助
動
詞
「
見
」
と
併
用
さ
れ

る
こ
と
も
あ
る
。

Ａ

被

Ｂ

見

Ｃ
。

に

レ

ルレ

セ

▼
Ａ
Ｂ
に
Ｃ
せ
ら
る
。

．

．

▽
Ａ
が
Ｂ
に
Ｃ
さ
れ
る
。

被

人

見

訟
。

（
広
異
記
・
六
）

に

レ

ル
レ

ヘ

▼
人
に

訟

へ
ら
る
。

ひ
と

う
つ
た

▽
人
に
訴
え
ら
れ
る
。

前
置
詞
句
「
被

人
」
が
受
身
の
動
作
主
を
表
し
、
述
部
「
見

訟
」
を
修
飾
し
て

レ

ルレ

ヘ

い
る
形
。
構
造
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
述
部
「
見

訟
」
が
「
訴
え
ら
れ
る
」
と

ルレ

ヘ

い
う
意
味
で
、
前
置
詞
句
「
被

人
」
は
「
人
に
」
と
い
う
意
味
を
表
し
、
受
身
の

レ

動
作
主
を
示
し
て
い
る
。
「
被

人

訟

」
で
も
同
じ
意
味
を
表
す
が
、
こ
の
場
合

レ

ヘ
ラ
ル

は
「
被

人
」
に
よ
り
、
「
訟
」
が
受
動
態
に
な
る
か
ら
だ
。
「
見

訟
」
は
、
助
動

レ

ルレ

ヘ

詞
を
用
い
て
、
よ
り
明
確
に
受
身
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

訓
読
で
は
、
こ
の
例
の
場
合
、
述
部
で
「
訟
ヘ
ら
る
」
と
読
ん
で
い
る
の
で
、
前

置
詞
句
は
本
来
の
意
味
で
「
被

人
」
（
書
き
下
し
文
は
「
人
に
」
）
と
読
む
し
か

に
レ

な
い
。
と
い
う
よ
り
、
こ
れ
が
本
来
の
「
被
」
の
働
き
だ
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
「
被
」
が
前
置
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
る
例
は
両
晋

の
頃
に
始
ま
り
、
唐
代
で
盛
ん
に
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
比
較
的
新
し
い
時
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代
の
文
章
を
読
む
際
に
は
注
意
が
必
要
。

②
前
置
詞
「
於
・
于
・
乎
」
を
用
い
る
形

前
置
詞
「
於
」
「
于
」
「
乎
」
は
、
名
詞
や
名
詞
句
を
目
的
語
と
し
て
伴

っ
て
前
置
詞
句
を
構
成
し
、
述
語
に
対
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
を
補
充
す
る

が
、
受
動
態
と
な
っ
た
述
語
動
詞
に
対
し
て
、
「
誰
に
よ
っ
て
」
と
い
う
受

身
の
動
作
主
を
補
い
示
す
こ
と
も
あ
る
。
訓
読
で
は
こ
の
場
合
、
述
語
動
詞

に
「
る
・
ら
る
」
を
つ
け
て
読
み
、
受
身
の
意
味
を
反
映
さ
せ
る
。

Ａ

Ｃ

於

Ｂ
。

セ
ラ
ル

二

ニ一

▼
Ａ
Ｂ
に
Ｃ
せ
ら
る
。

▽
Ａ
が
Ｂ
に
Ｃ
さ
れ
る
。

有

備

則

制

人
、
無

備

則

制

於

人
。

レ
バレ

ヘ

チ

シ
レ

ヲ

ケ
レ
バ

レ

ヘ

チ

セ
ラ
ル

二

ニ
一

（
塩
鉄
論
・
険
固
）

▼
備
へ
有
れ
ば

則

ち
人
を
制
し
、
備
へ
無
け
れ
ば

則

ち
人
に
制
せ
ら

そ
な

あ

す
な
は

ひ
と

せ
い

そ
な

な

す
な
は

ひ
と

せ
い

る
。

▽
備
え
が
あ
れ
ば
人
を
制
し
、
備
え
が
な
い
と
人
に
制
さ
れ
る
。

「
於
」
は
「
烏
（
カ
ラ
ス
）
」
の
象
形
文
字
だ
が
、
音
を
借
り
て
「
在
」
（
あ

る
）
と
い
う
存
在
を
表
す
意
の
動
詞
に
転
じ
た
も
の
。
前
置
詞
の
用
法
は
、
「
～
（

と
い
う
場
所
・
対
象
）
に
在
っ
て
～
す
る
」
と
い
う
動
詞
の
義
が
虚
化
し
て
生
ま
れ

た
も
の
で
、
場
所
や
対
象
な
ど
、
動
作
の
よ
り
ど
こ
ろ
を
示
す
の
が
原
義
で
あ
る
。

「
制

於

人

」
は
、
述
語
（
制
）
＋
前
置
詞
句
（
於
人
）
の
構
造
を
と
り
、
「

セ
ラ
ル

二

ニ一

於

人
」
（
人
に
）
が
述
語
に
受
身
の
対
象
を
補
い
示
す
働
き
を
し
て
い
る
。
つ
ま

り
、
「
制

」
に
、
「
誰
に
～
さ
れ
る
」
の
か
と
い
う
対
象
を
補
っ
て
い
る
の
だ
。

セ
ラ
ル

そ
も
そ
も
「
於

～
」
が
述
語
に
後
置
さ
れ
る
時
、
述
語
単
体
で
は
示
し
得
な
い
「

何
を
よ
り
ど
こ
ろ
と
す
る
か
」
と
い
う
内
容
を
補
い
示
す
働
き
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、

「
舞

於

庭

」
な
ら
、
「
舞
う
」
と
い
う
行
為
が
「
庭
」
と
い
う
場
所
を
よ
り
ど

フ二

ニ一

こ
ろ
と
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
を
「
於
」
が
示
す
。
「
青

於

藍

」
な
ら
、
「
よ
り

シ二

ヨ
リ

一

青
い
」
と
い
う
状
態
が
「
藍
」
と
い
う
比
較
の
基
準
を
よ
り
ど
こ
ろ
と
す
る
こ
と
を

示
す
わ
け
だ
。
「
制
」
も
「
於

人
」
に
よ
っ
て
受
動
態
と
な
る
と
同
時
に
、
「

制
」
単
体
で
は
示
し
得
な
い
、
「
誰
に
よ
っ
て
」
と
い
う
動
作
の
よ
り
ど
こ
ろ
を
「

於

人
」
が
示
し
補
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
「
於
」
前
置
詞
句
が
受
身
の
対
象
を

表
す
場
合
、
述
語
は
他
動
詞
、
前
置
詞
の
目
的
語
は
必
ず
人
物
や
そ
れ
に
準
じ
る
語

に
な
る
。
本
書
で
は
こ
の
よ
う
な
述
語
に
後
置
さ
れ
る
「
於

～
」
を
前
置
詞
句
と

し
た
が
、
本
来
、
「
於
」
は
も
と
動
詞
で
、
た
と
え
ば
「
舞
う
こ
と
庭
に
於
て
す
」

「
よ
り
青
き
こ
と
藍
に
於
て
す
」
「
制
せ
ら
る
る
こ
と
人
に
於
て
す
」
の
よ
う
に
、

「
於

～
」
は
「
舞
」
「
青
」
「
制

」
が
何
を
よ
り
ど
こ
ろ
に
す
る
の
か
を
補
う
働

フ

シ

セ
ラ
ル

き
が
あ
る
述
語
構
造
だ
と
考
え
た
方
が
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。

訓
読
で
は
、
「
於
」
前
置
詞
句
に
示
さ
れ
た
受
身
の
対
象
を
「
～
ニ
」
と
読
み
、

述
語
に
「
る
・
ら
ル
」
を
つ
け
受
身
の
意
味
を
反
映
さ
せ
て
読
む
。
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Ａ

Ｃ

于

Ｂ
。

セ
ラ
ル

二

ニ一

▼
Ａ
Ｂ
に
Ｃ
せ
ら
る
。

▽
Ａ
が
Ｂ
に
Ｃ
さ
れ
る
。

王

姚

嬖

于

荘

王
。

（
春
秋
左
氏
伝
・
荘
公
十
九
年
）

セ
ラ
ル

二

ニ
一

▼
王
姚
荘
王
に
嬖
せ
ら
る
。

わ
う
え
う
さ
う
わ
う

へ
い

▽
王
姚
は
荘
王
に
愛
さ
れ
た
。

「
于
」
の
原
義
は
諸
説
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
「
構
造
理
解
編
」
で
述
べ
た
。
「

於
」
と
ほ
ぼ
同
義
と
考
え
て
よ
い
。

「
嬖
」
は
身
分
の
低
い
者
を
寵
愛
す
る
と
い
う
意
の
動
詞
。
前
置
詞
句
「
于

荘

ス

王
」
が
述
語
「
嬖
」
の
後
に
置
か
れ
る
こ
と
で
、
述
語
は
「
嬖

」
と
受
動
態
に
な

ス

セ
ラ
ル

る
と
共
に
、
誰
に
さ
れ
る
の
か
と
い
う
動
作
の
よ
り
ど
こ
ろ
を
示
す
補
う
働
き
を
す

る
。

Ａ

Ｃ

乎

Ｂ
。

セ
ラ
ル

二

ニ一

▼
Ａ
Ｂ
に
Ｃ
せ
ら
る
。

▽
Ａ
が
Ｂ
に
Ｃ
さ
れ
る
。

信

乎

朋

友

有

道
。
不

順

乎

親
、
不

信

乎

ゼ
ラ
ル
ル
ニ

二

ニ
一

リ
レ

レ
バレ

ナ
ラ二

ニ
一

レ

ゼ
ラ
レ

二

朋

友

矣
。

（
礼
記
・
中
庸
）

ニ
一

▼
朋
友
に
信
ぜ
ら
る
る
に
道
有
り
。
親
に

順

な
ら
ざ
れ
ば
、
朋
友
に

ほ
う
い
う

し
ん

み
ち

あ

お
や

じ
ゆ
ん

ほ
う
い
う

信
ぜ
ら
れ
ず
。

し
ん

▽
友
人
に
信
頼
さ
れ
る
に
は
方
法
が
あ
る
。
親
に
従
順
で
な
け
れ
ば
、

友
人
に
信
頼
さ
れ
な
い
。

上
位
の
者
に
信
頼
さ
れ
て
政
治
を
行
う
た
め
に
は
、
友
人
に
信
頼
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
友
人
に
信
頼
さ
れ
る
た
め
に
は
親
に
従
順
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
、
親
に

従
順
で
あ
る
た
め
に
は
自
身
が
誠
実
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
た
め
に
は
善
を
明

ら
か
に
し
て
実
践
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
説
く
『
中
庸
』
の
有
名
な
一
節
。

「
乎
」
は
、
「
于
」
と
古
音
が
通
じ
る
こ
と
か
ら
、
「
於
」
や
「
于
」
と
同
じ
働

き
を
す
る
前
置
詞
。
（
「
乎
」
が
受
身
の
対
象
を
表
す
例
は
「
於
」
「
于
」
に
比
べ

る
と
少
な
い
。
）
二
つ
の
前
置
詞
句
「
乎

朋

友
」
は
そ
れ
ぞ
れ
述
語
「
信
」
「
不

信
」
の
後
に
置
か
れ
る
こ
と
で
、
述
語
を
受
動
態
に
す
る
と
共
に
、
受
身
の
対
象

を
示
し
補
っ
て
い
る
。
そ
の
関
係
で
述
語
を
「
信
ぜ
ら
る
」
と
「
ら
る
」
を
つ
け
て

反
映
し
て
読
む
の
だ
。
ち
な
み
に
、
「
不

順

乎

親

」
の
「
乎

親
」
は
述
部
「

レ
バ

レ

ナ
ラ

二

ニ一

不

順
」
の
後
に
置
か
れ
、
述
語
が
何
を
対
象
（
～
に
対
し
て
）
と
す
る
か
と
い
う

よ
り
ど
こ
ろ
を
示
し
補
っ
て
お
り
、
受
身
の
対
象
を
表
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
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３
．
動
詞
「
為
」
を
用
い
る
受
身
の
形

ル

受
身
表
現
に
は
「
Ａ

為

Ｂ

Ｃ

」
「
Ａ

為

Ｂ

所

Ｃ

」
（
Ａ
が
Ｂ
に

ル二

ノ

ト一

ル二

ノ

ト一レ

ス
ル

Ｃ
さ
れ
る
）
と
い
う
形
式
が
よ
く
用
い
ら
れ
る
。
こ
の
「
為
」
「
所
」
の
文

法
的
説
明
に
は
諸
説
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
品
詞
区
分
に
つ
い
て
も
説
が
分
か

れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
、
「
為
」
を
「
（
～
に
）
な
る
」
と
い
う
意
味
の

動
詞
、
「
所
」
を
名
詞
句
を
作
る
構
造
助
詞
と
す
る
説
に
従
う
。

①
「
Ａ

為

Ｂ

Ｃ

」
の
形

ル
二

ノ

ト一

②
の
項
で
取
り
上
げ
る
「
Ａ

為

Ｂ

所

Ｃ

」
の
形
に
時
代
的
に
先
行

ル二

ノ

ト一レ

ス
ル

す
る
形
式
で
、
「
Ａ
が
Ｂ
の
Ｃ
と
な
る
」
と
い
う
原
意
か
ら
「
Ａ
が
Ｂ
に
Ｃ

さ
れ
る
」
と
内
容
的
に
は
同
じ
に
な
る
こ
と
か
ら
、
受
身
と
解
す
る
。

Ａ

為

Ｂ

Ｃ
。

ル二

ノ

ト一

▼
Ａ
Ｂ
の
Ｃ
と
為
る
。

な

▽
Ａ
が
Ｂ
に
Ｃ
さ
れ
る
。

（
←
「
Ａ
が
Ｂ
の
Ｃ
と
な
る
」
か
ら
）

身

為

宋

国

笑
。

（
韓
非
子
・
五
蠹
）

ハ

ル
二

ノ

ヒ
ト一

▼
身
は
宋
国
の
笑
ひ
と
為
る
。

み

そ
う
こ
く

わ
ら

な

▽
身
は
宋
国
の
人
に
笑
わ
れ
た
。
（
←
身
は
宋
国
の
人
の
笑
い
と
な
っ

た
。
）

「
為
」
は
、
「
手
振
り
を
ま
ね
る
」
ま
た
は
「
象
を
調
教
す
る
」
の
意
か
ら
、
手

を
加
え
「
作
為
」
す
る
、
「
作
る
」
「
ふ
り
を
す
る
」
「
（
～
に
）
な
る
」
と
い
う

動
詞
の
意
味
が
生
じ
た
も
の
。

「
主
語
（
身
）
＋
述
語
（
為

）
＋
目
的
語
（
宋

国

笑

）
」
の
構
造
だ
が
、
「

ル

ノ

ヒ

身
が
宋
の
国
の
笑
い
（
＝
笑
い
者
）
に
な
る
」
と
は
、
意
味
的
に
「
身
は
宋
の
国
の

人
に
笑
わ
れ
る
」
と
同
じ
な
の
で
、
受
身
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
だ
。

Ａ

為

Ｂ

之

Ｃ
。

ル二

ト一

▼
Ａ
Ｂ
の
Ｃ
と
為
る
。

．

な

▽
Ａ
が
Ｂ
に
Ｃ
さ
れ
る
。

（
←
「
Ａ
が
Ｂ
の
Ｃ
と
な
る
」
か
ら
）

身

死

国

亡
、
為

天

下

之

大

僇
。

（
荀
子
・
非
相
）

シ
テ

ビ

ル
二

ト
一

▼
身
死
し
国
亡
び
、
天
下
の
大
僇
と
為
る
。

み

し

く
に
ほ
ろ

て
ん

か

た
い
り
く

な

▽
自
身
は
死
に
国
は
滅
び
、
天
下
の
大
恥
さ
ら
し
に
な
る
。
（
→
天
下

の
人
々
に
大
い
に
悪
く
言
わ
れ
た
。
）
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「
Ａ

為

Ｂ

Ｃ

」
の
形
に
連
体
修
飾
の
関
係
を
示
す
構
造
助
詞
「
之
」
が
用
い

ル二

ノ

ト一

ら
れ
た
形
式
。
こ
れ
は
Ｂ
と
Ｃ
の
関
係
が
「
Ｂ
の
Ｃ
」
と
い
う
名
詞
句
で
あ
る
こ
と

を
よ
く
表
し
て
い
る
。
「
為

天

下

之

大

僇

」
は
「
為

天

下

大

戮

」
（

ル二

ト一

ル二

ノ

ト一

荀
子
・
王
覇
）
と
も
あ
り
、
同
じ
意
味
を
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

Ｂ
と
Ｃ
の
関
係
が
Ｂ
が
Ｃ
を
連
体
修
飾
す
る
名
詞
句
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
例
の
訳
の
よ
う
に
、
無
理
に
受
身
に
訳
さ
な
く
て
も
自
然
に
意
味
が
通
る
時

に
は
、
わ
ざ
わ
ざ
受
身
に
訳
す
必
要
は
な
い
。

こ
の
形
式
は
春
秋
戦
国
時
代
の
変
わ
り
め
頃
か
ら
現
れ
、
戦
国
時
代
末
に

は
頻
繁
に
用
い
ら
れ
る
形
式
に
な
っ
た
。
そ
れ
が
や
が
て
次
項
の
「
Ａ

為
ル二

Ｂ

所

Ｃ

」
の
形
式
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

ノ

ト一レ

ス
ル

「
Ａ

為

Ｂ

Ｃ

」
の
「
Ｂ
」
が
省
略
さ
れ
て
「
Ａ

為

Ｃ
」
の
形
を
と

ル二

ノ

ト一

る
こ
と
が
あ
る
。
Ｃ
が
動
詞
で
訓
読
で
き
る
語
の
場
合
は
、
訓
読
の
習
慣
で

「
Ａ

為

Ｃ
」
と
は
読
ま
ず
に
「
Ａ

為

Ｃ
」
と
読
む
の
が
普
通
だ
が
、

ル
レ

ト

ら
ル

レ

セ

「
為
」
は
助
動
詞
「
見
・
被
」
と
は
異
な
り
、
あ
く
ま
で
動
詞
で
あ
る
。

Ａ

為

Ｃ
。

ルレ

セ

▼
Ａ
Ｃ
せ
ら
る
。

．

▽
Ａ
が
Ｂ
さ
れ
る
。

牛

馬

為

用
。

（
荀
子
・
王
制
）

ら
ル

レ

ヰ

▼
牛
馬
用
ゐ
ら
る
。

ぎ
う

ば

も
ち

▽
牛
馬
が
用
い
ら
れ
る
。

「
牛

馬

為

人

用

」
の
省
略
形
で
あ
る
。
「
牛

馬

為

用

」
と
読
ん
で
も

ル二

ノ

ト一

ルレ

ト

よ
い
の
だ
が
、
普
通
は
右
の
よ
う
に
読
ま
れ
る
。
し
か
し
「
為
」
が
受
身
の
助
動
詞

「
見
・
被
」
と
同
じ
働
き
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
動
詞
で
、
訓
読

と
漢
文
の
構
造
の
違
い
を
き
ち
ん
と
理
解
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
だ
。

②
「
Ａ

為

Ｂ

所

Ｃ

」
の
形

ル
二

ノ

ト
一レ

ス
ル

①
の
形
よ
り
後
の
時
代
で
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
形
式
。
構
造
助
詞

を
用
い
た
「
所

Ｃ

」
は
、
「
ソ
レ
を
Ｃ
す
る
ソ
レ
」
か
ら
「
Ｃ
す
る
も

レ

ス
ル

の
」
の
意
味
。
「
Ｂ

所

Ｃ

」
は
「
Ｂ
の
『
Ｃ
す
る
も
の
』
」
す
な
わ
ち

ノ

レ

ス
ル

「
Ｂ
が
Ｃ
す
る
も
の
」
と
い
う
名
詞
句
に
な
る
。
そ
れ
が
述
語
「
為
」
の
目

な
ル

的
語
と
な
り
「
Ａ
が
Ｂ
の
Ｃ
す
る
も
の
に
な
る
」
と
い
う
意
味
を
表
す
。
そ

れ
は
「
Ａ
が
Ｂ
に
Ｃ
さ
れ
る
」
と
同
内
容
だ
か
ら
受
身
で
解
す
る
わ
け
だ
。

な
お
、
①
の
「
Ａ

為

Ｂ

Ｃ

」
（
Ａ
が
Ｂ
の
Ｃ
と
な
る
→
Ａ
が
Ｂ
に
Ｃ

ル二

ノ

ト一

さ
れ
る
）
が
、
こ
の
「
Ａ

為

Ｂ

所

Ｃ

」
の
「
所
」
を
省
略
し
た
も
の

ル二

ノ

ト一レ

ス
ル

だ
と
誤
解
し
て
は
な
ら
ぬ
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
成
立
の
順
が
逆
だ
。
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Ａ

為

Ｂ

所

Ｃ
。

ル二

ノ

ト一レ

ス
ル

▼
Ａ
Ｂ
の
Ｃ
す
る

所

と
為
る
。

と
こ
ろ

な

▽
Ａ
が
Ｂ
に
Ｃ
さ
れ
る
。

襄

公

為

弟

無

知

所

弑
。

（
十
八
史
略
・
春
秋
戦
国
）

ル
二

ノ

ト
一レ

ス
ル

▼

襄

公

弟

無
知
の
弑
す
る

所

と
為
る
。

じ
や
う
こ
う
お
と
う
と

む

ち

し
い

と
こ
ろ

な

▽
襄
公
は
弟
の
無
知
に
殺
さ
れ
た
。

「
弟

無

知

所

弑

」
は
「
弟
無
知
の
殺
す
対
象
」
の
意
の
名
詞
句
。
述
語
動

ノ

レ

ス
ル

詞
「
為
」
の
目
的
語
に
な
る
こ
と
で
「
襄
公
が
『
弟
無
知
の
殺
す
対
象
』
と
な
る
」

ル

の
意
に
な
り
、
そ
れ
が
「
襄
公
は
弟
無
知
に
殺
さ
れ
る
」
と
い
う
受
身
の
意
に
な
る
。

連
体
修
飾
を
表
す
構
造
助
詞
「
之
」
を
伴
っ
て
、
「
Ａ

為

Ｂ

之

所

ル二

ト一レ

Ｃ

」
の
形
を
と
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
場
合
も
意
味
は
変
わ
ら
な
い
。

ス
ルＡ

為

Ｂ

之

所

Ｃ
。

ル二

ト一レ

ス
ル

▼
Ａ
Ｂ
の
Ｃ
す
る

所

と
為
る
。

．

と
こ
ろ

な

▽
Ａ
が
Ｂ
に
Ｃ
さ
れ
る
。

人

主

之

意

欲

見

於

外
、
則

為

人

臣

之

ハ
ル
レ
バ

二

ニ
一

チ

ル
二

所

制
。

（
淮
南
子
・
道
応
訓
）

ト
一レ

ス
ル

▼
人
主
の
意
欲
外
に
見
は
る
れ
ば
、

則

ち
人
臣
の
制
す
る

所

と
為
る
。

じ
ん
し
ゆ

い

よ
く
そ
と

あ
ら

す
な
は

じ
ん
し
ん

せ
い

と
こ
ろ

な

▽
君
主
の
思
い
や
欲
望
が
外
に
表
れ
る
と
、
家
臣
に
支
配
さ
れ
る
。

「
人

臣

所

制

」
で
も
「
家
臣
が
支
配
す
る
も
の
」
と
い
う
意
味
を
表
す
が
、

ノ

レ

ス
ル

構
造
助
詞
「
之
」
を
用
い
て
「
人

臣

之

所

制

」
の
形
を
と
る
こ
と
で
、
よ
り

レ

ス
ル

連
体
修
飾
の
関
係
を
明
確
に
し
て
い
る
の
だ
。
君
主
が
「
家
臣
の
支
配
す
る
も
の
」

に
「
為
る
」
の
で
、
「
家
臣
に
支
配
さ
れ
る
」
と
い
う
意
味
の
受
身
に
な
る
。

◇
「
為

～

所

～
」
の
「
為
」
は
動
詞
か
前
置
詞
か
？

こ
の
受
身
の
形
式
に
つ
い
て
は
、
中
国
で
は
「
為
」
を
受
身
の
前
置

詞
、
「
所
」
を
受
身
の
助
動
詞
（
構
造
助
詞
と
も
）
と
説
明
さ
れ
る
。

し
か
し
、
西
田
太
一
郎
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
（
角
川
書
店
『

漢
文
の
語
法
』
）
。
経
書
や
老
子
、
荘
子
の
文
字
の
発
音
を
記
し
た
唐

の
陸
徳
明
に
よ
る
『
経
典

釈

文
』
に
は
、
「
為
」
が
「
タ
メ
ニ
」
の

け
い
て
ん
し
や
く
も
ん

時
に
は
「
于
偽
反
」
、
つ
ま
り
去
声
で
あ
る
こ
と
を
常
に
注
し
て
い
る

の
に
対
し
て
、
こ
の
被
動
の
「
為
」
に
は
そ
う
記
し
た
箇
所
が
一
つ
も

な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
「
為
」
が
「
～
（
の
た
め
）
に
」
と
い
う

意
味
の
語
で
は
な
く
、
平
声
で
「
な
す
・
な
る
・
で
あ
る
」
の
意
味
で

用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
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ま
た
、
「
Ａ

為

Ｂ

之

Ｃ

」
「
Ａ

為

Ｂ

之

所

Ｃ

」
の
形

ル二

ト一

ル二

ト一レ

ス
ル

を
と
る
こ
と
も
あ
り
、
「
為
」
が
前
置
詞
で
あ
る
と
は
考
え
に
く
い
。

も
っ
と
も
な
指
摘
と
し
て
、
本
書
も
こ
れ
に
従
う
。

「
Ａ

為

Ｂ

所

Ｃ

」
の
動
詞
「
Ｃ
」
が
、
さ
ら
に
目
的
語
Ｄ
を
と
る

ル二

ノ

ト一レ

ス
ル

こ
と
が
あ
る
。

Ａ

為

Ｂ

所

Ｃ

Ｄ
。

ル二

ノ

ト一レ

ス
ル

レ

ヲ

▼
Ａ
Ｂ
の
Ｄ
を
Ｃ
す
る

所

と
為
る
。

と
こ
ろ

な

▽
Ａ
が
Ｂ
に
Ｄ
を
Ｃ
さ
れ
る
。

為

烏

所

盗

肉
。

（
漢
書
・
循
吏
伝
）

ル
二

ノ

ト
一レ

ム
レ

ヲ

▼

烏

の
肉
を
盗
む

所

と
為
る
。

か
ら
す

に
く

ぬ
す

と
こ
ろ

な

▽
か
ら
す
に
肉
を
盗
ま
れ
る
。

「
所

盗

肉
」
は
「
肉
を
盗
む
対
象
」
の
意
だ
か
ら
、
「
烏

所

盗

肉
」
は
、

レ

ムレ

ヲ

ノ

レ

ムレ

ヲ

「
か
ら
す
が
肉
を
盗
む
対
象
」
と
い
う
名
詞
句
に
な
る
。
主
語
は
省
略
さ
れ
て
い
る

が
、
構
造
的
に
は
、
「
私
は
『
か
ら
す
が
肉
を
盗
む
対
象
』
に
な
っ
た
」
と
い
う
意

味
だ
か
ら
、
「
私
は
か
ら
す
に
肉
を
盗
ま
れ
た
」
と
い
う
受
身
に
な
る
わ
け
だ
。

◇
受
身
で
は
訳
し
に
く
い
「
Ａ

為

Ｂ

所

Ｃ

」

ル
二

ノ

ト
一レ

ス
ル

「
Ａ

為

Ｂ

所

Ｃ

」
は
、
「
Ａ
が
Ｂ
の
Ｃ
す
る
も
の
〔
こ
と
〕

ル二

ノ

ト一レ

ス
ル

に
な
る
」
と
い
う
意
味
で
、
文
意
と
し
て
「
Ａ
が
Ｂ
に
Ｃ
さ
れ
る
」
と

等
価
に
な
る
の
で
、
受
身
に
訳
す
も
の
だ
。
し
か
し
、
文
に
よ
っ
て
は

受
身
で
訳
す
と
か
え
っ
て
お
か
し
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。
た

と
え
ば
、
「
周

処

為

郷

里

所

患

」
（
世
説
新
語
・
自
新

一
部
略
）

と

し
う

し
よ

ル二

ノ

ト一レ

う
れ
フ
ル

の
場
合
、
「
周
処
は
村
の
人
に
悩
ま
れ
た
」
と
受
身
で
訳
す
と
、
何
だ

か
不
自
然
だ
。
こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
原
義
に
立
ち
返
っ
て
「
周
処
は

村
の
人
の
悩
み
ぐ
さ
に
な
っ
た
」
と
訳
し
て
も
か
ま
わ
な
い
。

◇
「
Ａ

為

Ｂ

所

Ｃ
」
の
別
の
読
み
方

こ
の
形
は
慣
習
的
に
「
Ａ

為

Ｂ

所

Ｃ
」
と
読
ま
れ
る
こ
と
が

た
め
ニレ

ノ

ら
ル

レ

セ

あ
る
。
「
襄

公

為

弟

無

知

所

弑

」
な
ら
ば
、
「
襄

公

為

ル二

ノ

ト一レ

ス
ル

ニ二

弟

無

知

所

弑
」
と
読
む
わ
け
だ
。
い
か
に
も
受
身
ら
し
い
読
み

ノ一

ル
レ

セ

方
で
、
あ
る
意
味
わ
か
り
や
す
い
。
訓
読
が
日
本
語
へ
の
翻
訳
だ
と
い

う
立
場
か
ら
は
別
に
誤
り
で
は
な
い
。
し
か
し
「
為
」
を
「
（
～
に
）

な
る
」
と
い
う
意
味
の
動
詞
、
「
所
」
を
名
詞
句
を
作
る
構
造
助
詞
と

す
る
本
書
の
立
場
か
ら
は
、
語
法
的
に
は
妥
当
な
読
み
と
は
い
え
ず
、

た
と
え
ば
先
の
例
「
為

人

臣

之

所

制
」
な
ど
は
、
「
之
」
を
置

き
字
に
で
も
し
な
い
限
り
、
こ
の
読
み
方
は
で
き
な
い
。
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４
．
主
語
が
受
事
主
語
で
あ
る
た
め
受
身
に
な
る
形

受
身
の
助
動
詞
や
前
置
詞
、
ま
た
「
為
」
な
ど
の
動
詞
が
用
い
ら
れ
ず
、

な
ル

形
の
上
で
は
受
身
を
示
す
語
が
な
く
て
も
、
主
語
が
受
事
主
語
（
動
作
行
為

を
受
け
る
主
体
を
表
す
主
語
）
で
あ
る
時
に
は
、
文
意
は
受
身
に
な
る
。

①
官
位
の
任
免
を
表
す
場
合

官
位
に
任
命
し
た
り
免
じ
た
り
す
る
こ
と
を
表
す
語
に
は
い
く
つ
か
あ
る

が
、
主
語
が
受
事
主
語
の
場
合
に
は
述
語
は
受
動
態
と
な
り
、
受
身
を
表
す

こ
と
に
な
る
。

（
本
来
の
意
味
）

（
受
身
の
場
合
）

任
・
拝

任
命
す
る

任

・
拝

任
命
さ
れ
る

に
ん
ズ

は
い
ス

ゼ
ラ
ル

セ
ラ
ル

除
・
叙

除

・
叙

じ
よ
ス

じ
よ
ス

セ
ラ
ル

セ
ラ
ル

封

領
地
を
与
え
て

封

領
地
が
与
え
ら
れ

ほ
う
ズ

ゼ
ラ
ル

諸
侯
に
す
る

→

諸
侯
に
な
る

免

罷
免
す
る

免

罷
免
さ
れ
る

め
ん
ズ

ゼ
ラ
ル

謫

罪
を
責
め
る

謫

罪
を
責
め
ら
れ
る

た
く
ス

セ
ラ
ル

左
遷
す
る

左
遷
さ
れ
る

※

「
封
」
は
、
漢
音
が
「
ホ
ウ
」
、
呉
音
が
「
フ
ウ
」
で
あ
る
が
、
漢
字
自
体
に
は

意
味
に
よ
る
読
み
分
け
は
な
い
。
し
か
し
、
日
本
で
は
「
閉
じ
る
」
の
意
味
の
時

は
「
フ
ウ
」
と
読
み
（
封
鎖
・
封
印
な
ど
）
、
領
土
や
領
土
を
与
え
る
の
意
で
は

「
ホ
ウ
」
と
読
み
分
け
て
い
る
（
封
土
・
封
建
な
ど
）
。

※

「
叙
」
が
受
身
を
表
す
用
例
は
、
日
本
漢
文
に
よ
く
見
ら
れ
、
中
国
で
は
あ
ま
り

用
例
が
な
い
。

こ
の
時
、
受
身
を
表
す
助
動
詞
や
前
置
詞
な
ど
は
用
い
ら
れ
な
い
、
つ
ま
り

見
か
け
上
は
受
身
と
判
断
す
る
も
の
が
な
い
の
で
、
主
語
が
施
事
主
語
な
の

か
受
事
主
語
な
の
か
を
見
極
め
る
こ
と
が
必
要
。

ま
た
、
受
身
で
解
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
は
、
「
る
・
ら
る
」
を
つ

け
て
受
身
の
意
味
を
反
映
さ
せ
る
。

太

公

望

封

於

営

丘
。

（
史
記
・
貨
殖
列
伝
）

ゼ
ラ
ル

二

ニ
一

▼
太
公
望
営
丘
に
封
ぜ
ら
る
。

た
い
こ
う
ば
う
え
い
き
う

ほ
う

▽
太
公
望
が
営
丘
に
領
地
を
授
け
ら
れ
（
諸
侯
に
な
っ
）
た
。

「
封
」
の
原
義
は
、
「
土
を
盛
り
植
樹
し
て
土
地
の
境
界
を
作
る
」
の
意
。
土
地

を
与
え
て
諸
侯
に
す
る
の
意
は
そ
の
派
生
義
。
境
界
を
示
す
こ
と
か
ら
の
引
申
義
が

閉
じ
込
め
る
だ
。

「
太
公
望
」
は
周
の
文
王
を
補
佐
し
た
賢
臣
。
こ
れ
が
受
事
主
語
で
、
領
地
を
与

え
ら
れ
た
主
体
で
あ
る
。
「
封

」
は
「
土
地
を
授
け
る
」
と
い
う
意
味
を
表
す
動

ほ
う
ズ

詞
だ
が
、
受
事
主
語
を
主
語
に
と
る
こ
と
で
受
動
態
と
な
り
、
「
封

」
（
土
地
を

ゼ
ラ
ル
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与
え
ら
れ
る
）
と
読
む
こ
と
に
な
る
。
も
し
「
王

封

太

公

望

於

営

丘

」
（

ズ二

ヲ

ニ一

王
が
太
公
望
を
営
丘
に
土
地
を
授
け
て
諸
侯
に
し
た
）
と
い
う
文
で
あ
れ
ば
、
「

王
」
は
施
事
主
語
（
動
作
の
主
体
を
表
す
主
語
）
だ
か
ら
、
「
封
」
は
受
身
を
表
さ

な
い
。

吾

昔

謫

黄

州
。

（
東
坡
志
林
・
巻
二
）

セ
ラ
ル

二

ニ
一

▼
吾

昔

黄

州
に
謫
せ
ら
る
。

わ
れ
む
か
し
く
わ
う
し
う

た
く

▽
私
は
昔
黄
州
に
左
遷
さ
れ
た
。

「
謫
」
は
、
「
罪
を
罰
す
る
」
が
原
義
。

「
吾
」
は
受
事
主
語
で
、
左
遷
さ
れ
た
主
体
。
「
謫

」
も
本
来
は
「
罪
を
責
め
と

た
く
ス

が
め
て
左
遷
す
る
」
と
い
う
意
味
を
表
す
が
、
こ
の
例
の
よ
う
に
受
事
主
語
を
と
る

こ
と
で
受
動
態
と
な
っ
て
「
左
遷
さ
れ
る
」
と
い
う
受
身
を
表
し
、
「
謫

」
と
読

セ
ラ
ル

む
。

右
の
例
の
よ
う
に
、
受
事
主
語
に
対
す
る
述
語
と
し
て
官
位
の
任
免
を
表

す
動
詞
が
用
い
ら
れ
る
場
合
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
「
だ
れ
を
」
と
い
う

目
的
語
は
と
ら
な
い
。
そ
れ
は
任
命
す
る
対
象
そ
の
も
の
が
主
語
だ
か
ら
だ
。

し
か
し
、
任
命
者
が
主
語
、
す
な
わ
ち
施
事
主
語
で
あ
っ
て
も
、
「
上

拝

為

郎

中

」
（
皇
帝
は
郎
中
に
任
命
し
た
）
の
よ
う
に
、
任
命
す
る

シ
テ

ス二

ト一

対
象
を
省
略
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
文
脈
か
ら
主
語
が
施
事
主
語
な
の
か

受
事
主
語
な
の
か
を
慎
重
に
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②
そ
の
他
の
場
合

文
脈
か
ら
判
断
し
て
主
語
が
受
事
主
語
だ
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
、
文
意

か
ら
受
身
を
表
す
。
こ
の
時
、
述
語
は
受
動
態
に
な
っ
て
い
る
。

厲

公

弑
。

（
国
語
・
晋
語
六
）

セ
ラ
ル

▼
厲
公
弑
せ
ら
る
。

れ
い
こ
う
し
い

▽
厲
公
が
殺
さ
れ
た
。

「
弑

」
は
、
臣
下
が
主
君
を
殺
す
と
い
う
意
味
の
動
詞
。
後
に
目
的
語
を
伴
っ
て

し
い
ス

い
な
い
こ
と
が
「
厲
公
」
が
受
事
主
語
で
あ
る
と
判
断
す
る
手
が
か
り
に
は
な
る
が
、

構
造
自
体
は
単
純
な
主
述
構
造
で
「
厲
公
」
が
施
事
主
語
な
の
か
、
受
事
主
語
な
の

か
、
文
脈
か
ら
慎
重
な
判
断
が
必
要
。
こ
こ
で
は
受
事
主
語
と
判
断
し
、
そ
の
た
め

述
語
が
受
動
態
と
な
り
、
「
弑

」
（
殺
さ
れ
る
）
と
受
身
で
読
む
の
だ
。

セ
ラ
ル

ち
な
み
に
「
魯

桓

公

弑

其

兄

隠

公

」
（
魯
の
桓
公
其
の
兄
隠
公
を
弑

ノ

ス二

ノ

ヲ一

す
）
と
い
う
文
の
場
合
は
、
「
弑
」
の
対
象
「
其

兄

隠

公
」
を
目
的
語
と
し
て

ス

ノ

伴
っ
て
お
り
、
「
魯

桓

公
」
が
施
事
主
語
だ
と
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ノ

屈

原

既

放
、
游

於

江

潭
。

（
楚
辞
・
漁
父
）

ニ

タ
レ
テ

ブ
二

ニ
一

▼
屈
原
既
に
放
た
れ
て
、
江
潭
に
游
ぶ
。

く
つ
げ
ん
す
で

は
な

か
う
た
ん

あ
そ

▽
屈
原
は
追
放
さ
れ
て
か
ら
、
川
の
ほ
と
り
を
さ
ま
よ
っ
た
。
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屈
原
は
、
戦
国
時
代
楚
の
国
の
貴
族
。
政
治
に
活
躍
し
た
が
、
失
脚
し
て
追
放
さ

れ
、
汨
羅
の
淵
に
身
を
投
げ
て
死
ん
だ
。

べ
き

ら

「
放
」
は
、
追
放
す
る
と
い
う
意
味
の
動
詞
だ
が
、
追
放
さ
れ
た
屈
原
が
主
語
な

ツ

の
で
受
事
主
語
に
な
り
、
そ
の
た
め
述
語
動
詞
が
受
動
態
と
な
り
「
放

」
（
追
放

タ
ル

さ
れ
る
）
と
読
む
。

こ
の
よ
う
に
、
主
語
が
受
事
主
語
で
あ
る
た
め
に
述
語
動
詞
を
受
身
で
読

む
形
式
は
、
見
か
け
上
受
身
と
判
断
す
る
手
が
か
り
が
あ
ま
り
な
い
。
要
す

る
に
文
脈
か
ら
慎
重
に
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
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